
袖ケ浦市庁舎整備事業第２段階　中庁舎　完成
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　千葉県袖ケ浦市役所の庁舎整備事業第２段
階が完成した。既存庁舎を耐震補強と大規模
改修し「中庁舎」として活用する。第１段階
の「北庁舎」同様、建築物省エネルギー性能
表示制度「ZEB-Ready」を取得している。
設計・施工は大成建設が担当した。
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既存タイルの豊かな表情を残した吹き抜け空間

視界が連続していくエレベーターホール（３階）

既存庁舎の面影が感じられる開放的な市民窓口

■工　　　事　　　名　　　称：袖ケ浦市庁舎整備工事
■施　　　工　　　場　　　所：千葉県袖ケ浦市坂戸市場１番地１
■発　　　注　　　者：袖ケ浦市長　粕谷智浩
■基　　　本　　　設　　　計：株式会社榎本建築設計事務所
■基本設計・実施設計：大成建設株式会社一級建築士事務所
■工　　　事　　　監　　　理：株式会社榎本建築設計事務所
■施　　　　　　　工：大成建設株式会社千葉支店

◇建物概要（全体）
■構造・規模：【北庁舎】ＲＣ造＋Ｓ造（免震構造）地上５階

【中庁舎】ＳＲＣ造地下１階地上７階
【南庁舎】ＲＣ造＋Ｓ造地上２階

■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■全　体　工　期：年１月８日～年９月日

※撮影／三輪晃久写真事務所（執務スペース除く）

新築と既存が併存した景観を創出

耐震改修により安全性を向上させた執務スペース
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　改修工事が完了した中庁舎（旧既存新庁舎）は、（昭和）年の竣工以来、
長く市民に愛され利用されてきました。市庁舎としての利便性を提供することは
もとより、市や地元のシンボルとして日常の風景や記憶の中になくてはならない
存在として深く溶け込んでいます。
　今回の工事では不足している耐震性を補い、経年劣化し現在の基準に合わなく
なった仕上と設備を更新しました。外装は環境負荷を低減するため断熱材を増強
し、Low-Eガラスを使用したカーテンウォールを採用しました。

　庁舎の中心のホール（窓口）は豊かな表情をもつタイル貼りの吹き抜けであり、
その慣れ親しんだ雰囲気を残しながら明るい空間に生まれ変わらせることとしま
した。既存のタイルに打診検査と補修を施し落下の不安を払拭したうえで、表情
や印影を生かすように白い塗装を施しました。
　吹き抜けの高天井は地震時の安全性を考慮した軽量な素材で、白く滑らかな表
層は自然光を反射・拡散してホールを明るく照らしています。待合スペース脇の
既存の屋根（旧エントランス上部）に開口を穿（うが）ち、その下部にベンチと
緑のある光庭を新たに設（しつら）えました。北庁舎とは渡り廊下で連結し、南
庁舎とはホールを介してつながっていきます。
　新しい役割を得て再生した中庁舎は、新旧の各棟が相互に連携・調和する庁舎
群の中心として、これまで以上に愛されることを期待しています。
　大成建設株式会社

設計本部建築設計第一部シニア・アーキテクト　金岡　利人
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